
会長からの
メッセージ

今
年
（
2
0
2
3
年
）
6
月
に
立

ち
上
げ
た
「
土
木
の
魅
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
土
木
の
魅
力
と

そ
の
役
割
を
土
木
の
内
と
外
に
積
極

的
に
発
信
し
、
世
の
中
の
人
々
に
土

木
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
親
委
員
会
で
あ

る
「
土
木
の
魅
力
向
上
特
別
委
員
会
」

の
も
と
に
二
つ
の
小
委
員
会
と
さ
ま

ざ
ま
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
、
現
在
精
力
的
に
活
動
中
で
あ
る

（
図
1
）
。
特
に
、
多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

を
持
つ
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
方
々
と

の
対
談
動
画
は
、
土
木
学
会
で
は
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
試
み
で
あ
る
。「
見

ま
し
た
よ
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と

も
多
く
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を

実
感
し
て
い
る
。

国
際
的
な
活
躍

土
木
技
術
者
個
人
の
業
績
や
日

本
の
土
木
技
術
が
国
際
的
に
評
価

さ
れ
広
く
世
界
に
認
知
さ
れ
る
こ

と
は
、
土
木
の
魅
力
向
上
と
ス
テ
イ

タ
ス
ア
ッ
プ
の
た
め
に
必
要
だ
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
故
中
村
哲て

つ

医
師

の
灌か
ん
が
い漑
事
業
は
、
彼
の
非
業
の
死
と

と
も
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
世
界

で
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
故

高
橋
裕ゆ

た
か
先
生
は
、
河
川
思
想
の
展
開

と
実
践
を
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
取
り

組
ま
れ
、
土
木
分
野
で
唯
一
、Japan

Prize

（
日
本
国
際
賞
）
を
受
賞
さ
れ

た
）
1

（
注

。「
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横
断
ト
ン
ネ

ル
」
で
は
、
ト
ル
コ
国
民
1
5
0
年

の
夢
の
実
現
と
し
て
ト
ル
コ
国
内
で

大
き
く
報
道
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
。

ま
た
一
連
の
香
港
の
海
底
ト
ン
ネ
ル

工
事
で
は
、
香
港
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
大
き
く
貢
献
し
、
香
港
経
済

を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
土
木
を
担
う
若
い

技
術
者
に
は
ぜ
ひ
と
も
、
世
界
も
視

野
に
入
れ
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
自
ら
の
技
術
に
磨
き
を
か
け
、

英
語
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
語
の
素

養
を
身
に
付
け
、
世
界
に
打
っ
て
出

て
ほ
し
い
。

志
を
持
ち
、

自
ら
の
言
葉
で
発
信
す
る

土
木
学
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
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「
自
分
の
言
葉
で
土
木
の
魅
力
を
発

信
」
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
土
木
に

携
わ
る
全
員
が
自
分
の
仕
事
の
意
義

や
楽
し
さ
、
や
り
が
い
や
醍
醐
味
な

ど
を
家
族
や
友
人
な
ど
廻ま

わ

り
の
人
々

に
語
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

土
木
に
携
わ
る
人
々
が
楽
し
く
生
き

生
き
と
仕
事
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
ま
ず
大
切
で
、
土
木
学
会

と
し
て
も
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

さ
ら
に
は
各
自
の
技
術
的
取
り
組

み
や
経
験
を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
残

し
て
ほ
し
い
。
各
自
の
行
動
が
土
木

の
魅
力
を
世
の
中
の
人
々
に
伝
え
、

土
木
の
正
し
い
理
解
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
土
木
屋
と
し
て
志
を
持
つ
こ

と
が
大
切
だ
。
こ
れ
に
よ
り
仕
事
に

誇
り
が
生
ま
れ
、
そ
の
足
跡
は
世
の

中
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
大お

お
こ
う
づ

河
津
分
水

堰
の
竣
工
記
念
碑
に
は
、
青
山
士あ

き
らの

言
葉

）
2

（
注

が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
青
山
の
精

神
と
、
土
木
技
師
と
し
て
の
志
が
表

れ
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

先
頭
に
立
つ

わ
れ
わ
れ
土
木
技
術
者
は
現
在
の

課
題
解
決
と
と
も
に
人
口
減
少
社
会

の
継
続
を
見
据
え
、
未
来
の
課
題
に

も
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
少
子
高

齢
化
社
会
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
減
少
な

ど
経
済
的
衰
退
に
加
え
て
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
な
ど
に
大
き
な
問
題
が

生
ず
る
。
私
自
身
、
親
の
介
護
を
機

に
実
感
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
し
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
街

づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
、「
土
木
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
頭
に
立
つ
」

こ
と
で
、
大
き
く
貢
献
で
き
る
。

総
合
工
学
で
あ
り
行
政
・
法
律
・

経
済
と
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
す
る

土
木
、
ま
た
柔
軟
な
発
想
と
包
容
力

を
持
つ
土
木
技
術
者
の
資
質
は
こ
れ

を
可
能
に
す
る
。
皆
さ
ま
方
が
「
土

木
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
未
来
を
創

造
す
る
」こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
。

第57回

土木の魅力向上
特別委員会

委員長：田中 茂義 
土木学会会長

委員長： 松永 昭吾（インフラ・ラボ）

委員長： 今西 肇（和合館工学舎）

魅力ある土木の世界
発信小委員会

土木考究部
アンバサダー課

インフルエンサー課

プロモーション課

コンセプト映像課

黒部課

コンテンツ活用課

Sub-WG1
地域と土木のしごとSWG

Sub-WG2
先端研究室紹介 SWG

Sub-WG3
進化する土木技術調査 SWG

土木の魅力発信部

土木アーカイブ部

土木技術者
ステイタスWG

次世代人材発掘
WG

土木のステイタスアップ
小委員会

図1　土木の魅力向上プロジェクトの組織図（2023年10月現在）

会
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
動
画

配
信
中
。
会
長
が
土
木
の
魅
力
を

語
っ
て
い
ま
す
（
Q
R
コ
ー
ド
参

照
）
。

（
注
1
）
2
0
1
5
年
4
月
に
受
賞
。
本
賞
は
1
9

8
5
年
に
第
1
回
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
た
。

（
注
2
）
大
河
津
分
水
堰
の
そ
ば
に
あ
る
、
信
濃

川
補
修
工
事
の
竣
工
記
念
碑
に
は
、「
萬
象
に
天

意
を
覚
る
者
は
幸
な
り
」
と
い
う
青
山
士
の
言
葉

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
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